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１．調査検討範囲



H26.11供用
延長1.1km

事業中

H31.3供用
延長0.4km

415号 谷屋大野バイパス

延長4.2km

159号 羽咋道路

延長6.7km

富山県事業

事業中

H22.3供用
（Ⅰ期区間）
延長3.7km

R5.10.28供用
（Ⅱ期区間）
延長3.7km

石川県事業

415号 羽咋バイパス

延長7.4km

１. 調査検討範囲 2

国道415号は石川県羽咋市を起点に富山県氷見市を経由して同県富山市に至る東西幹線道路である。
国道415号の富山石川県境付近において、石川県側では羽咋バイパスがR5年10月に供用し、神子原地区の整備
延伸を調査中である。富山県側では谷屋大野バイパスを事業中である。
調査検討範囲は、上記整備区間に挟まれた石川県羽咋市神子原町～富山県氷見市谷屋間の約5.2kmである。

石川県

富山県

N

氷見市
羽咋市

宝達志水町

中能登町

R7年内開通予定
延長3.3km

4,619台/日

5,324台/日

20,721台/日

24,700台/日

9,638台/日 交通量：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査

国道415号整備状況

写真① 写真②

羽
咋
市
兵
庫
町

宝
達
志
水
町
杉
野
屋

羽
咋
市
神
子
原
町

氷
見
市
谷
屋

氷
見
市
大
野

凡例

高規格道路

国道415号

国道

その他道路

供用中

事業中

調査区間

N

石川県
調査中 調査検討範囲

約5.2km
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2．計画策定手続きの進め方（案）



準備・計画段階における計画策定プロセス

ル
ー
ト
帯
の
決
定

委員会
（第三者委員会）

把
握
・
原
因
分
析

解
決
す
べ
き
課
題
の

政
策
目
標
の
明
確
化

複
数
案
の
比
較
、
評
価

A案

B案

C案

助言・評価 意見

地域住民・関係者等

出典：国土交通省所管公共事業の計画段階評価実施要領の策定について
(国土交通省HP H24.12.14報道発表資料 参考資料) 添付図を加工

助言・評価

委員会
（第三者委員会）

（次回）（今回）

２.計画策定手続きの進め方（案）【計画策定プロセスの流れ】 4



第１回
委員会
(今回)

【審議事項】

◆計画策定手続きの進め方

◆地域の現状と課題

◆道路交通の現状と課題

◆政策目標の設定

◆ルート帯の検討

◆意見聴取方法および
評価項目の設定

意見聴取

◆意見聴取内容

〇現道の利用状況・目的

〇ルート帯を選定する
ために重視すべき項目

◆聴取方法

《アンケート、ヒアリング》
対象者：
・地域住民
・一般住民
・主要企業
・団体等

第２回
委員会
(次回)

【審議事項】

◆地域から聴取した意見
内容の確認

◆複数案の比較評価

◆地域等の意見を踏まえた
対応方針（案）

ル
ー
ト
帯
の
決
定

２.計画策定手続きの進め方（案） 5
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3．地域の現状と課題



0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

羽咋市 氷見市 全国

３. 地域の現状と課題 7

氷見市・羽咋市の人口は、全国・富山県・石川県を上回るペースで人口が減少している。
氷見市・羽咋市の高齢者割合は、全国・富山県・石川県を上回り、20年以上進行している。
氷見市・羽咋市の生産年齢人口の割合は、全国に比べて8～9％低い。

（１）人口

■人口の推移

■高齢者の割合の推移

■年齢別人口割合

資料：国勢調査（R2）

資料：実績値：国勢調査（H7,H12H17H22,H27、R2）
予測値：「日本の地域別将来推移計人口」国立社会保障・人口問題研究所(R5推計)

資料：実績値：国勢調査（H7,H12H17H22,H27、R2）
予測値：「日本の地域別将来推移計人口」国立社会保障・人口問題研究所(R5推計)

65歳以上
（老年人口）

15～64歳
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

高齢者の割合が高い
(老年人口は全国平均に比べ11％高い）
全国29％ 氷見市40％

羽咋市40％

生産年齢人口の割合が低い
(全国平均に比べ8～9％低い）
全国59％ 氷見市51％

羽咋市50％

年少人口(0～14歳)の割合が低い
(全国平均に比べ3％低い）
全国12％ 氷見市9％

羽咋市9％
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３. 地域の現状と課題 8

氷見市・七尾市を含む周辺地域は豪雪地帯に指定されている。
氷見市・七尾市の年間累計降雪量は、2.5ｍ以上と金沢市より多い。

（2）気象条件

■豪雪地帯の指定状況 ■降雪量・積雪深

<年間累計降雪量（R2～R6平均値・最大値＞

<最深積雪深（R2～R6平均値・最大値＞

<積雪深10㎝以上の日数（R2～R6平均値・最大値＞

氷見市

羽咋市
調査検討範囲

富山県
石川県

資料：気象庁HP資料：全国積雪寒冷地帯振興協議会HP

富山市

金沢市

※羽咋観測所では降雪を観測されていない

七尾市



0% 20% 40% 60% 80% 100%

七尾市

志賀町

中能登町

羽咋市

宝達志水町

かほく市

氷見市

高岡市

自市町内 自市町外

３. 地域の現状と課題 9

氷見・能登地域のうち、中能登町、羽咋市、宝達志水町、かほく市、氷見市は、約３割が自市町外に通勤・通学する。
自県内での通勤・通学が大半を占めるが、県境を跨ぐ通勤・通学も存在する。

県境を跨ぐ通勤・通
学も存在する

■自市町外に通勤・通学する人の割合

（3）通勤・通学

85%
25,160

15%
4,406

75%
8,091

25%
2,747

51%
5,077

49%
4,898

62%
7,279

38%
4,500

50%
3,617

50%
3,667

53%
11,742

47%
10,329

62%
15,784

38%
9,695

69%
67,572

31%
29,878

N

志賀

七尾

かほく

氷見
高岡

羽咋
宝達志水
中能登

資料：令和2年国勢調査

資料：令和2年国勢調査

■通勤通学動態



24,334 24,243
26,019

28,072 28,349
30,206

31,409
30,059

26,268
28,018
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25,000
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35,000
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33,125 33,314
35,672

38,116 36,770
38,635

40,320 39,124
36,518

39,045
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4%

3%

4%

3%

6%

24%

33%

34%

28%

32%

73%

64%

62%

69%

62%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山県

氷見市

石川県

羽咋市

第1次産業 第2次産業 3次産業

３. 地域の現状と課題 10

氷見市・羽咋市は、2次就業人口の割合が高く、製造品出荷額は増加傾向にある。
羽咋市を中心とするエリアは国道415号を経由し、能越自動車道（氷見IC）を利用されているが、調査検討範囲である県境部が未
改良のため、安定的な輸送ルートが形成されていない。

（4）産業

■就業人口 ■工業(製造品出荷額の推移） ■能越自動車道各ＩＣからの到着地点分布（貨物車）

到着
地点利用IC

七尾大泊IC

灘浦IC

氷見北IC

氷見IC

氷見南IC

高岡北IC

高岡IC

福岡IC

高岡

福岡

小矢部東

＜能越自動車道利用車OD＞

富山県

調査データ：ETC2.0走行履歴
分析期間：R元年１～１２月（平日）
分析対象：能越自動車道ICを利用する大型車・貨物車

氷見北

灘浦

氷見南

七尾大泊

氷見

伏木富山港
伏木地区

伏木富山港
新湊地区

石川県

高岡北

N

資料：令和2年国勢調査

資料：工業統計調査、経済センサス活動調査、経済構造実態調査

【石川県】

【富山県】

調査検討範囲



8,617 8,295 8,362
9,001 9,034 8,982 9,006

10,293 9,796 9,882 9,767 9,690

5,473 5,121

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

(千人)

和倉温泉

気多大社

雨晴海岸

出典:たかおか道しるべ
(高岡市観光協会)

氷見あいやまガーデン

ひみ番屋街

出典:きときとひみどっとこむ
(氷見市観光協会)

石川県
富山県

凡 例

10,000台/日以上

5,000～10,000

1,000～5,000
1,000台/日未満

凡 例
観光拠点★
温泉地

（５）観光

■観光施設立地状況

出典：富山県観光客入込数等(富山県観光・交通振興局)
統計からみた石川県の観光(石川県観光戦略推進部)

■氷見・能登地域の観光者数の推移

出典：ほっと石川旅ねっと(石川県観光連盟)

能越自動車道七尾氷見道路全線供用後
北陸新幹線開業後

横ばい

コロナ禍

氷見・能登地域には、多くの観光施設が存在しているが、能越自動車道七尾氷見道路全線供用後、北陸新幹線開業後の観光者数の
増加は限定的。
北陸新幹線の開業効果を地域全体に波及させていくためには、観光拠点を結ぶ信頼性の高い周遊ネットワークの形成が必要。

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）
ほっと石川旅ねっと(石川県観光連盟)

奥能登奥能登

３. 地域の現状と課題 11

出典:石川県観光連盟



（６）現況道路ネットワーク

県境を通過する路線は、道路幅員狭小区間（W=7.5m未満）が存在しており、大型車同士のすれ違いが困難。
国土交通省では、平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保するため重要物流道路の指定を行っており、北陸自動車道、 能越自
動車道、のと里山海道、国道８号・１５９号が重要物流道路に指定済。
能登半島には、七尾港、羽咋北部工業団地や能登中核工業団地などの交通・物流拠点が多数立地するが、重要物流道路がない空白地
帯が存在。

都市（地方中核都市等）

重要
物流
道路

空港・港湾・鉄道貨物駅（拠点空港、
重要港湾、コンテナ取扱駅等）

物流拠点（トラックターミナル、工業
団地等）

七尾港

■ 重要物流道路（供用中区間）と拠点

N

重要物流道路

N

資料：羽咋市商工会ヒアリング（R3.12)

・羽咋市の滝港などで獲れた魚介類や岩牡蠣の輸送で
富山及び関東方面へ行くには、大型貨物車同士のす
れ違いが難しく曲がりくねっている国道415号も利用
している。
・雨や雪などにより同路線で災害の心配があるような
場合は能越自動車道の七尾市周り、北陸自動車道の
金沢市森本周りで迂回している。

＜連結する拠点＞

能登中核工業団地 七尾港大田工業用地

羽咋北部工業団地

伏木富山港

■重さ・高さ指定道路と道路幅員（車道部幅員W=7.5m未満※）

資料：全国道路・街路交通情勢調査（R3）
国土交通省関東地方整備局HP

（http://www.ktr.mlit.go.jp/road/sinsei/road_sinsei00000026.html）

※第3種第3級の標準幅員を基準としている。
W=7.5ｍ（=0.75+3.00+3.00+0.75）

凡例

重さ・高さ指定道路

重さ指定道路

高さ指定道路

車道部幅員

7.5m未満の区間

国際拠点港湾

重要港湾

富山県
石川県

N 県境付近や中山間
部は道路幅員狭小
区間が多数存在

七尾市

羽咋市

氷見市

金沢市

• 羽咋市の滝港などで獲れた魚介類や岩牡蠣の輸送で
富山及び関東方面へ行くには、大型貨物車同士のす
れ違いが難しく曲がりくねっている国道415号も利
用している。

• 雨や雪などにより同路線で災害の心配があるような
場合は能越自動車道の七尾市周り、北陸自動車道の
金沢市森本周りで迂回している。

３. 地域の現状と課題 12

大型車混入率（昼間12h)
R415県境部：26.5%
R415平均値： 8.8%

羽咋市

七尾市



（７）防災（令和6年能登半島地震）

1

②能越自動車道（徳田大津IC～横田IC）

【斜面崩壊】

のうえつ とくだおおつ よこた

【斜面崩壊】

①能越自動車道（越の原IC～穴水IC）
のうえつ こしのはら あなみず

2

⑤国道304号（南砺市蔵原地先）
なんと くらはら

【地盤沈下・路面亀裂】

④国道359号（小矢部市内山地先）
おやべ うちやま

③国道160号（氷見市藪田地先）
ひみ やぶた

【法面崩壊】

【斜面崩壊】

3

4

5

凡例

通行止め区間
通行止め箇所
冬期閉鎖区間
冬期閉鎖箇所
UPZ避難経路

N

資料：原子力防災のしおり（石川県）
羽咋市広域避難計画（原子力災害）
原子力防災について（氷見市）

富山県内では、国道359号で大規模な斜面崩壊が発生したほか、国道304号・415号は液状化に伴う地盤沈下が発生。その他の県
管理道路においても、車道・歩道に亀裂・段差等が多数発生。
石川県内では、能越自動車道・のと里山海道に大規模な斜面崩壊が発生。その他の県管理道路においても車道・歩道に亀裂・段差が多
数発生。
国道415号は、ＵＰＺ※圏内から避難する車両、大津波警報から避難する車両が利用。
災害時のアクセス性や信頼性が求められることから、緊急時の避難及び代替経路を確保するための道路ネットワーク構築が必要。

※UPZ：緊急時防護措置(避難等)を準備する区域(概ね30km)
(出典：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構)

UPZ区域(概ね30km)

志賀原子力発電所

３. 地域の現状と課題 13

調査検討範囲



0 1 2 3 4 5 6 7 8

北陸自動車道

国道8号

国道304号

国道359号

国道415号

国道471号

通行止め（集中除雪） 通行可能→

通行止め（集中除雪）

通行止め（集中除雪）

通行止め（令和6年能登半島地震被災）

通行可能→

通行可能→

通行可能→

通行可能→

19：00       20:00      21:00      22:00      23:00      0:00        1:00        2:00

令和6年1月23日、強い寒気による大雪のため、北陸自動車道、国道8号、国道３０４号において集中除雪作業による通行止めを実施。
迂回車両が国道415号、国道4７１号等に流入し、スタック車両による車線閉塞が発生。

【立ち往生】
国道４１５号 氷見市熊無
トラック約７台

【立ち往生】
国道４７１号 小矢部市荒間

立ち往生発生

●立ち往生発生

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

17時台 18時台 19時台 20時台 21時台 22時台 23時台 0時台 1時台 2時台

北陸自動車道・国道８号・国道304号通行止め

その他 その他 その他その他

令和6年1月23日～24日の県境道路の利用割合

国道415号 国道471号国道8号 北陸自動車道(E8)

その他の県境道路

（７）防災（大雪）

調査データ：ETC2.0走行履歴
分析期間：R6年１月23～24日

３. 地域の現状と課題 14

調査検討範囲

令和6年1月23日～24日の通行止め時系列

1月23日 1月24日



３. 地域の現状と課題 15
（８）地質の特徴

富山石川県境周辺は、地すべり地形が密集する日本でも有数地帯。
富山県側の地すべりは、明治12年から記録があり、特に明治42年の地すべりは氷
見市論田、熊無地区全域に渡る規模で発生。
近年では平成14年に「論田地すべり」、平成25年に「論田斜面崩壊」が発生。
調査検討範囲のルート帯に影響するため、ルート帯の検討・施工には注意が必要。

P
地すべりブロック図

幅10m 長さ5m 比高差5m

・短時間による大雨を誘因とする斜面崩壊

⑧谷屋地すべり ※2

・秋雨前線による長雨を誘因とする地すべり

幅200m 長さ100m 深さ20m

幅40m 長さ30m

⑧平成14年谷屋地すべり

⑨平成14年論田地すべり

⑩平成25年論田斜面崩壊

①明治12年地すべり

②明治14年地すべり

③明治16年地すべり

④明治23年地すべり

⑤明治42年地すべり

⑦平成7年地すべり

⑥昭和56年地すべり

発生不詳の地すべり

調査検討範囲 約5.2km

神子原町については図に示されている大規模地すべりの移動土塊は浸食され、現在は二次的な地すべりか
ごく小規模の地すべりが主体と指摘※1

資料 防災科学技術研究所 地すべり地形分布図（50％透過で電子国土web標準地図を表示）に加筆

※１ 黒田和男、能登半島基部地すべり地帯の地形発達について、公益社団法人日本地すべり学会地すべり1巻2号、p18、1964
※２ 社団法人日本地すべり学会、地すべり2003とやま実行委員会 監修・発行 とやまの地すべり2003
※３ 日本地すべり学会、地すべり、第39巻3号
※４ 高岡土木センター 氷見土木事務所

平成14年11月16日発生

平成14年11月発生

・秋雨前線による長雨を誘因とする地すべり

⑨論田地すべり ※3

⑩論田斜面崩壊 ※4

県
境

神子原町

論田

熊無菅池町



16

４．道路交通の現状と課題



11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

-0.3

-0.7G

４．道路交通の現状と課題 17
（１）道路構造の課題

i=3.8～5.1%

i=6.1～7.8%

i=4.1～5.4%

調査データ：ETC2.0走行履歴（R4年１0月）

(回/月)

調査検討範囲は山間地であり、縦断勾配6%超が約2割（855m）存在し、うち約90mは縦断勾配9%の急勾配。
曲線半径100m以下が9箇所、うち4箇所は曲線半径50m以下の急カーブ。
幅員7.5m未満の区間が約4割（1,924m）。
道路構造に起因すると思われる急ブレーキが多く発生。

（石川県 馳知事）
志賀町から国道415号線を通って
氷見に入ったが、避難道路として
考えたら、狭いですよね。山道です
よね。街灯も少ないですよね。志賀
原発を抱えている自治体の知事と
しては、そういう観点で住民の安
全・安心を守る。

報道機関：MRO（レオスタ）
報道日時：令和４年１１月２３日（水）

急
ブ
レ
ー
キ
の
回
数

写真①

写真②

i=4.0～4.6%

i=7.0～9.0%

調査検討範囲 約5.2km

至

羽
咋
市
街

至

氷
見
市
街

凡例

：狭幅員区間(W＜7.5m)
：急勾配区間(i＞6%)
：急カーブ箇所(R≦100m)
：急ブレーキ多発区間

県
境

曲線半径
R=100

曲線半径
R=50

曲線半径
R=70

曲線半径
R=60

曲線半径
R=60

曲線半径
R=45

曲線半径
R=35

曲線半径
R=40

県
境

曲線半径
R=100

0

50

100

150

200

N

-0.3～-0.7G
-0.7以下

急制動多発区間急制動多発区間 従道路があり、

道路構造が理由ではない



14% 5%

27%

40%

27%

19%

9%

18%

9%

2%

27%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道415号

調査検討範囲

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 その他 道路構造物衝突 その他

72%

73%

23%

18%

2% 2%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道415号

調査検討範囲

乾燥 湿潤 凍結 積雪

2% 19%

45%

79%

55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道415号

調査検討範囲

死亡事故 重大事故 軽傷事故

４．道路交通の現状と課題 18

調査検討範囲の重大事故発生割合は、国道415号全線に比べて2倍以上高い。
調査検討範囲の事故発生時の路面状況は、国道415号全線に比べて積雪状態の割合が高い。
調査検討範囲の正面衝突と道路構造物衝突の発生割合は、国道415号全線に比べて5～10倍と非常に高い。

（2）事故

■重大事故の発生状況

(N=457)

(N=11)

■事故発生時の路面状況

■事故類型別構成比

資料）イタルダデータ(H25～R4)

(N=457)

(N=457)

(N=11)

(N=11)
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５．政策目標の設定



原因現状と課題

道路幾何構造（道路幅員、縦断線形、平
面線形）の不良
広域交通体系への安定的なアクセス
ルートが不足

【地域交通】
国道415号は、通勤・通学等の日常生活でも利用されているが、急勾配区
間・急カーブが存在するため、十分な安全性が確保されていない。

地
域
に
つ
い
て

【産業】
国道415号は、広域交通を分担する能越自動車道とのと里山海道を接続
する重要な道路であるが、安定的な輸送ルートとはいえず、産業の活性化
に向けて信頼性の高い輸送ルートの形成が必要。

【観光】
氷見・能登地域には、多くの観光施設が存在しているが、北陸新幹線開業後
の観光者数の増加は限定的であり、開業効果を地域全体に波及させていく
ためには、円滑な周遊ネットワークの形成が必要。

道路幾何構造（道路幅員、縦断線形、平
面線形）の不良
代替路が大規模迂回となる脆弱なネッ
トワーク

【道路の現況】
国道４１５号の道路幅員狭小区間では大型車同士のすれ違いが困難。
急勾配区間・急カーブが多く、走行性が低下。
冬期は、降雪等による路面状態悪化に伴い、走行性が更に低下。

道
路
交
通
に
つ
い
て

【防災・迂回】
国道４15号は、第二次緊急輸送道路かつ志賀原発UPZからの避難経路に
指定されているが、大きな地すべり地帯を通過するため、災害発生時の寸
断が懸念される。
国道415号が通行できない場合、能越自動車道や国道８号・北陸自動車道
への大きな迂回を強いられる。

【交通事故】
調査検討範囲の死傷事故は、正面衝突や工作物衝突の割合が高く、国道４
１５号全線に比べて重大事故割合が高い。

５．政策目標の設定 20
（１）地域及び道路交通の現状と課題とその原因のまとめ



５．政策目標の設定 21
（２）地域の将来像（富山県 元気とやま創造計画 -とやま新時代へ 新たな挑戦-）

富山県の最上位の行政計画である「元気とやま創造計画」は、「みんなで創ろう！ 人が輝く 元気とやま新時代
― 活力、未来、安心のふるさと ―」を基本理念とし、平成３０年に策定。

資料：元気とやま創造計画（P37，533)



５．政策目標の設定 22
（２）地域の将来像（氷見市総合計画）

氷見市の最上位計画である氷見市総合計画は、「人 自然 食 文化で未来を拓く交流都市 ひみ」を目指す都市像
として令和4年3月に策定。

資料：氷見市都市計画マスタープラン（P12,74)



５．政策目標の設定 23
（２）地域の将来像（氷見市都市計画マスタープラン）

氷見市都市計画マスタープラン(2019年3月改定)において、国道415号は市内外の交流促進に向けた都市間連
携軸に位置づけられている。

資料：氷見市都市計画マスタープラン（P59～60)

【整備方針】

【連携軸に位置付ける道路ネットワークと整備方針図】



５．政策目標の設定 24
（２）地域の将来像（石川県成長戦略）

石川県の最上位の行政計画である「石川県成長戦略」は、「幸福度日本一に向けた石川の未来の創造～住みやすく、
働きやすい、活力あふれる石川県の実現～」を基本目標とし、令和５年９月に策定。

資料：石川県成長戦略（P1,71)



５．政策目標の設定 25
（２）地域の将来像（羽咋市総合計画）

羽咋市の最上位計画である第６次羽咋市総合計画は、羽咋市市民憲章「やさしい人情の能登に住み、未来にひろが
る日本海のようにたくましく生きようとめざす羽咋市民のちかいです」を基本理念に、令和３年５月に策定。

資料：羽咋市総合計画（P26～29)【将来都市構造の基本的考え方】



５．政策目標の設定 26
（２）地域の将来像（羽咋市都市計画マスタープラン）

羽咋市の都市の基本的な方針を定める「羽咋市都市計画マスタープラン」を平成２５年３月に策定。

○交通施設
•広域交流道路：国道 249 号は第一次緊急輸送 道路、国道 415 号は第二
次緊急輸送道路であ り、地域間相互や高次医療機関との連携強化 を図
る。国道 249 号、市道羽咋 286 号線など は、商業等の沿道利用を考慮す
るとともに、 安全で快適な走行性が確保された道路として 機能強化を図
る。
•生活道路：歩行空間の確保、街路灯の整備な どによる防犯対策、街路
樹による緑化、バリ アフリー化等を推進する。（都）立開柳田線の 見直し
を検討する。
•公共交通：路線バスや市内コミュニティバス 等は、利便性の向上により、
継続的な運行と 利用促進を図る。

Ｐ

資料：羽咋市都市計画マスタープラン（P163,167)

【中央部南地域 地域方針図】

国道415号



５．政策目標の設定 27
（２）地域の将来像（富山県新広域道路交通計画）

富山県は、物流上重要な道路輸送網「重要物流道路制度」の創設を契機として、新たな国土構造の形成、グローバル
化、国土強靭化等の新たな社会・経済の要請に応え、総合交通体系の基盤としての道路の役割強化や技術の進展を
見据えた、 新たな広域道路ネットワークを検討し、富山県新広域道路交通ビジョン、富山県新広域道路交通計画を令
和3年6月に策定。

資料：富山県新広域道路交通ビジョン（P30)、富山県新広域道路交通計画

調査検討範囲
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（２）地域の将来像（石川県新広域道路交通計画）

石川県は、石川県新広域道路交通ビジョン・新広域道路交通計画を令和3年6月に策定。

資料：石川県新広域道路交通ビジョン・新広域道路交通計画（P6～8)



５．政策目標の設定（地域の将来像） 29

当該路線の政策目標富山県 元気とやま創造計画（総合計画）［H30.6］ 目標年次：H30～H38

・信頼性の高い物流経路の確保
・観光振興の促進

北陸新幹線を核とした広域的な交通基盤の整備や、伏木富山港（伏木、新湊地区）の港湾機能の充実、交通
アクセスの向上等により、交通ネットワークの充実と地域の活性化を図ります。（P533)

地域別の方向
高岡・射水地域

当該路線の政策目標氷見市 総合計画［R4.3］ 目標年次：R4～R13

・災害に強い道路ネットワークの確保

・信頼性の高い物流経路の確保
国道160号及び415号の整備を促進して、道路交通の安全性及び円滑化を図ります。また、基幹となる道路か
ら各地域をつなぐ幹線道路網の整備により道路ネットワークの構築を図ります。（P74)

利便性の高い道路網の整備

当該路線の政策目標氷見市 都市計画マスタープラン［H31.3］ 目標年次：R20

・安全性・走行性向上

・観光振興の促進
市内外の交通促進に向け、広域的な交通ネットワークである能越自動車道や国道160号・国道415号の整備促
進とともに、市街地と生活拠点を結ぶ道路の整備・充実を図ります。（P533)

都市施設等の整備方針

当該路線の政策目標石川県成長戦略（総合計画）［R5.9］ 目標年次：R5～R14

・災害に強い道路ネットワークの確保

・信頼性の高い物流経路の確保
・観光振興の促進

県土を隈なく網羅する幹線道路網整備や隣県へのアクセス強化など、人やものの交流を一層盛んにするため、
幹線道路ネットワークを整備します。(P71)
北陸新幹線でつながる北陸三県や岐阜県を結ぶ県際道路の整備（小松白川連絡道路、国道8号、国道415号、
金沢湯涌福光線）（P533)

幹線道路ネットワークの強化

当該路線の政策目標羽咋市 総合計画［R3.5］ 目標年次：R3～R12

・災害に強い道路ネットワークの確保

・信頼性の高い物流経路の確保
・観光振興の促進

能越自動車道とのアクセス性を高め、隣接する富山県や中京圏との広域的な交流を促進するとともに、本市
の中心都市拠点や各拠点の連絡強化を図ります。（P29)

将来都市構造

当該路線の政策目標羽咋市 都市計画マスタープラン［H25.3］ 目標年次：R12

・安全性・走行性向上
・信頼性の高い物流経路の確保

・観光振興の促進

国道249号は第一次緊急輸送道路、国道415号は第二次緊急輸送道路であり、地域間相互や高次医療機関と
の連携強化を図る。（P163)
国道415号、市道羽咋286号線は、隣接する富山県や中京圏との広域的な交流を促進する東西道路であり、地
域の各拠点を連系委、羽咋市の活力維持・創出する重要な道路として、ネットワーク機能の強化を図る。
（P163)

都市施設等の整備方針

当該路線の政策目標石川県 新広域道路交通計画［R3.6］

・災害に強い道路ネットワークの確保

・信頼性の高い物流経路の確保
災害に備えたリダンダンシー確保・国土強靱化（P6)
広域交通拠点となる都市や拠点を連絡する道路：国道415号(P7)

新広域道路交通計画

当該路線の政策目標富山県 新広域道路交通計画［R3.6］

・安全性・走行性向上
・災害に強い道路ネットワークの確保

・信頼性の高い物流経路の確保

国際海上コンテナ車の増加、県境付近の道路ネットワークの脆弱性等の課題への対応のため、安定的な道路
ネットワークの構築に向けて、高速道路及び幹線道路の多車線化・多重化、高規格道路や重要物流道路等の
整備を促進する。（P30)
県境部の国道整備（石川県境、新潟県境、岐阜県境）(富山県新広域道路交通計画)

新広域道路交通計画
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（3）政策目標

地域の現状と課題

道路交通の現状と課題

地域の将来像

・地域交通の安全性が確保できる道路

・広域交通に対し、安全性・走行性に優れ、規格の高い交通サービスを提供
できる道路整備。

・冬期にも安全・安心に通行できる道路整備。

政策目標１：安全性・走行性向上

・災害時の迂回による社会経済活動や日常生活への影響を最小限に留め
る多重性を考慮した道路整備。

・エッセンシャルネットワークを結び地域活動の活性化を促すとともに、災害
復興にも寄与する道路整備。

政策目標２：災害に強い道路ネットワークの確保

生活

産業・物流

観光

・産業拠点と広域交通結節点を最短で結び、信頼性の高い物流経路を確保
する道路整備。

政策目標３：信頼性の高い物流経路の確保

・観光客の来訪を促進させ、観光拠点間を円滑に結び、地域の活性化およ
び観光振興に寄与する道路整備。

政策目標４：観光振興の促進

政策目標

「地域の現状と課題」、「道路交通の現状と課題」、「地域の将来像」を踏まえ、政策目標を設定。

防災
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６．ルート帯の検討



H26.11供用
延長1.1km

事業中

H31.3供用
延長0.4km

415号 谷屋大野バイパス

延長4.2km

159号 羽咋道路

延長6.7km

富山県事業

事業中

H22.3供用
（Ⅰ期区間）
延長3.7km

R5.10.28供用
（Ⅱ期区間）
延長3.7km

石川県事業

415号 羽咋バイパス

延長7.4km

調査検討範囲

約5.2km

６．ルート帯の検討 32
（１）調査検討範囲

起点：石川県羽咋市神子原町 終点：富山県氷見市谷屋

石川県

富山県

石川県 富山県

N

氷見市
羽咋市

宝達志水町

中能登町

R7年内開通予定
延長3.3km

5,324台/日

20,721台/日

24,700台/日

9,638台/日

羽
咋
市
兵
庫
町

宝
達
志
水
町
杉
野
屋

羽
咋
市
神
子
原
町

氷
見
市
谷
屋

氷
見
市
大
野

調査検討範囲

凡例

高規格道路

国道415号

国道

その他道路

供用中

事業中

調査区間

石川県
調査中

交通量：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
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政策目標から、ルート帯選定ポイントを整理し、配慮すべき事項を追加設定する。
ルート帯の検討にコントロールポイントを設定する。
3つのルート帯を提案し、政策目標に合った最適なルート帯を選定する。

政
策
目
標

生活

【政策目標１】

安全性・走行性向上

【政策目標2】

災害に強い
道路ネットワークの確保

【政策目標3】

信頼性の高い
物流経路の確保

【政策目標4】

観光振興の促進

産業・物流 観光

ル
ー
ト
帯
選
定
ポ
イ
ン
ト

ルート帯選定
ポイント①

生活交通の安全性を確保
すること
広域交通へ走行性に優れ
た規格の高い交通サービ
スを提供できること
冬期にも安全・安心に通行
できること

ルート帯選定
ポイント②

災害時に迂回路として利
用することで社会経済活動
や日常生活への影響を最
小限に留めること
エッセンシャルネットワーク
と接続し、地域活動活性化、
災害復興に寄与すること

ルート帯選定
ポイント③

物流拠点と広域交通結節
点を最短時間で結び、信
頼性の高い物流経路を確
保すること

ルート帯選定
ポイント④

観光客の来訪を促進し、地
域の活性化および観光振
興に寄与すること

自然環境、社会環境への影響に配慮することルート帯選定ポイント⑤

将来道路網や土地利用計画などの将来計画との整合に配慮することルート帯選定ポイント⑥

建設費や維持管理に配慮することルート帯選定ポイント⑦

【その他配慮すべきポイント】

コントロールポイントの設定

防災
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（２）コントロールポイントの設定

ルート帯を検討する上で主要なコントロールポイントとして、地形・地質面、社会環境面、自然環境面に配慮する。

論田集落

神子原町集落

千石町集落

至

羽
咋
市
街

菅池町集落

ひ み

富山県 氷見市

はくい

石川県 羽咋市

狭幅員区間
(W<7.5m)

N

曲線半径
R=60

曲線半径
R=100

熊無集落

凡 例

一般国道

一般県道

市道等

集落

神社・仏閣

大規模地すべりブロック

氷
見
市
谷
屋

上熊無中世墓

羽
咋
市
神
子
原
町

調査検討範囲 約5.2km

至

氷
見
市
街

曲線半径
R=45

曲線半径
R=35

狭幅員区間
(W<7.5m)

曲線半径
R=70

曲線半径
R=50

狭幅員区間
(W<7.5m)

神子原遺跡

曲線半径
R=40

縦断勾配

（i =7.8～6.1%)

縦断勾配

（i =9.0～7.0%)

曲線半径
R=60



論田集落

神子原町集落

千石町集落

至

羽
咋
市
街

菅池町集落

縦断勾配

（i =7.8～6.1%)

縦断勾配

（i =9.0～7.0%)

曲線半径
R=70曲線半径

R=40

曲線半径
R=45

ひ み

富山県 氷見市

はくい

石川県 羽咋市

狭幅員区間
(W<7.5m)

Ａルート

曲線半径
R=60

N

曲線半径
R=60

曲線半径
R=100曲線半径

R=50

狭幅員区間
(W<7.5m)

曲線半径
R=35

熊無集落

狭幅員区間
(W<7.5m)

至

氷
見
市
街

６．ルート帯の検討 35
（３）ルート帯（Ａルート）

現道を最大限活用して費用を抑えた案

■ルート帯の概要■ルート帯の設定主旨

※ルート帯については地すべりの深さが不確定の提案
※必要に応じて追加の地質調査を実施

約5.4km延長

50km/h設計速度

2車線車線数

凡 例

一般国道

一般県道

市道等

集落

神社・仏閣

大規模地すべりブロック



論田集落

神子原町集落

千石町集落

至

羽
咋
市
街

菅池町集落

縦断勾配

（i =7.8～6.1%)

縦断勾配

（i =9.0～7.0%)

曲線半径
R=70曲線半径

R=40

曲線半径
R=45

ひ み

富山県 氷見市

はくい

石川県 羽咋市

狭幅員区間
(W<7.5m)

Ｂルート

曲線半径
R=60

N

曲線半径
R=60

曲線半径
R=100曲線半径

R=50

狭幅員区間
(W<7.5m)

曲線半径
R=35

熊無集落

狭幅員区間
(W<7.5m)

至

氷
見
市
街

６．ルート帯の検討 36
（３）ルート帯（Bルート）

起終点間を最短で結び、かつ周辺集落との接続を確保する案 約4.8km延長

50km/h設計速度

2車線車線数

■ルート帯の概要■ルート帯の設定主旨

※ルート帯については地すべりの深さが不確定の提案
※必要に応じて追加の地質調査を実施

凡 例

一般国道

一般県道

市道等

集落

神社・仏閣

大規模地すべりブロック



論田集落

神子原町集落

千石町集落

至

羽
咋
市
街

菅池町集落

縦断勾配

（i =7.8～6.1%)

縦断勾配

（i =9.0～7.0%)

曲線半径
R=70曲線半径

R=40

曲線半径
R=45

ひ み

富山県 氷見市

はくい

石川県 羽咋市

狭幅員区間
(W<7.5m)

Ｃルート

曲線半径
R=60

N

曲線半径
R=60

曲線半径
R=100曲線半径

R=50

狭幅員区間
(W<7.5m)

曲線半径
R=35

熊無集落

狭幅員区間
(W<7.5m)

至

氷
見
市
街

６．ルート帯の検討 37
（３）ルート帯（Cルート）

大きく迂回することで地すべり地帯の影響を最小化する案 約5.0km延長

50km/h設計速度

2車線車線数

■ルート帯の概要■ルート帯の設定主旨

※ルート帯については地すべりの深さが不確定の提案
※必要に応じて追加の地質調査を実施

凡 例

一般国道

一般県道

市道等

集落

神社・仏閣

大規模地すべりブロック



論田集落

神子原町集落

千石町集落

至

羽
咋
市
街

菅池町集落

縦断勾配

（i =7.8～6.1%)

縦断勾配

（i =9.0～7.0%)

曲線半径
R=70曲線半径

R=40

曲線半径
R=45

ひ み

富山県 氷見市

はくい

石川県 羽咋市

狭幅員区間
(W<7.5m)

Ａルート

Ｂルート

Ｃルート

曲線半径
R=60

N

曲線半径
R=60

曲線半径
R=100曲線半径

R=50

狭幅員区間
(W<7.5m)

曲線半径
R=35

熊無集落

狭幅員区間
(W<7.5m)

至

氷
見
市
街
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凡 例

一般国道

一般県道

市道等

集落

神社・仏閣

大規模地すべりブロック

Ｃルート（5.0㎞）Ｂルート（4.8㎞）Ａルート（5.4㎞）

大きく迂回することで地すべり地帯の影響を
最小化する案

起終点間を最短で結び、かつ周辺集落との接続
を確保する案

現道を最大限活用して費用を抑えた案ルート帯の概要

〇幅員狭小・急カーブ解消
〇急勾配区間解消（縦断勾配3%以下）

〇幅員狭小・急カーブ解消
〇急勾配区間解消（縦断勾配4%以下）

〇幅員狭小・急カーブ解消
△急勾配区間（縦断勾配約8%）が残る

①安全性、走行性
向上

政
策
目
標

○地すべりブロックの影響を回避し、新たな代替路を確保
△地すべりブロックの境界付近を通過することで、リスク
を最小化し、新たな代替路を確保

△局部改良のため、地すべりや冬期における防災機能面の
リスクが残る

②災害に強い道路
ネットワークの構築

〇延長はＢルートと同程度、かつ縦断勾配が最も緩やか
となり、物流ネットワークの強化に資する

〇延長が最短かつ道路幾何構造上の課題が解消され、物流
ネットワークの強化に資する

△延長が最長、かつ急勾配区間（登坂車線設置済）が残り、
物流ネットワーク強化に資する効果が小さい

③信頼性の高い
物流機能の確保

〇急カーブ等の解消により走行性が向上し、観光を支援〇急カーブ等の解消により走行性が向上し、観光を支援〇急カーブ等の解消により走行性が向上し、観光を支援④観光振興の促進

〇集落、圃場を通過しないため、影響を与える可能性小
△工事に伴う掘削等の影響が大きい

△集落、圃場を通過しており、影響を与える可能性有
△施工時の規制等、周辺集落に影響を与える可能性有

△現道改良であり、家屋、田畑等に影響を与える可能性有
△施工時の規制等、周辺集落に影響を与える可能性有

⑤自然環境・社会
環境への影響配

慮
す
べ
き
点

×菅池町・論田・熊無集落に直接アクセスできない
○羽咋市、氷見市の将来計画を支援可能

○菅池町・論田集落へアクセス可能（新たな接続を確保）
〇羽咋市、氷見市の将来計画を支援可能

〇熊無集落へアクセス可能(現道改良のため、現況と同様)
○羽咋市、氷見市の将来計画を支援可能

⑥将来道路網や土地
利用計画等との整合

×構造物の規模が最も大きく、道路本体の建設費が最も
大きい

△構造物規模が中程度であり、道路本体の建設費が中程度○構造物の規模が最も小さく、道路本体の建設費が最も
小さい

⑦概算費用
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７．意見聴取方法および評価項目の設定（案）



７．意見聴取方法および評価項目の設定（案）

回収方法調 査 方 法調 査 対 象項 目

・郵送
・Web

・氷見市熊無･論田、羽咋市神子
原町･千石町･菅池町の全戸に
アンケート票を配布

氷見市・羽咋市の
調査検討範囲周辺の
住民

沿道地域

地
域
住
民

・Web・Webアンケートへの回答依頼
・市町SNS
・道の駅等にチラシ･ポスターを

配置（氷見、雨晴、万葉の里
高岡、なかじまロマン峠、の
とじま、能登食祭市場、いお
り、ころ柿の里しか、織姫の
里なかのと、のと千里浜、志
雄PA（のと里山海道）、神子
の里（国道415号））

氷見市・羽咋市と、
その隣接市町の住民
（高岡市・七尾市・
志賀町・中能登町・
宝達志水町）

周辺地域

・国県ホームページ、SNS広く一般の人々一 般

（1）実施目的：ルート検討において重視すべき項目

（2）調査主体：富山県・石川県・富山河川国道事務所・金沢河川国道事務所

（3）意見聴取の調査対象と調査方法（案）：下表参照

（4）意見聴取期間：１ヶ月程度

（5）周知方法：富山県・石川県・富山河川国道事務所・金沢河川国道事務所・

氷見市・羽咋市・協力市町ホームページ（バナー含）、

氷見市・羽咋市LINE、

チラシ、ポスター、

SNS（Instagram、X(旧Twitter)、YouTube）

■ アンケート調査（案）

調査対象項目

製造業者、運送業者（選定企業）主要企業

加越能バス株式会社、北陸鉄道バス交通事業者

氷見市消防本部、羽咋郡市広域圏事務組合消防本部消防機関

富山県警察本部、石川県警察本部警察機関

富山県、氷見市、石川県、羽咋市地方自治体

対象区間に隣接する小中学校関係者学校

氷見市熊無･論田、羽咋市神子原町･千石町･菅池町地区代表者

■ ヒアリング調査（案）

■ 意見聴取の概要
■ 対象区間位置

40

調査検討範囲

（１）調査概要

凡例

高規格道路

国道

その他道路

２車線道路

多車線道路

意見聴取範囲

至 福井

至

新
潟

至 輪島

至 岐阜



７．意見聴取方法および評価項目の設定（案）

● 意見聴取の項目のうち、「ルート帯の選定ポイント」から「ルート帯を選定するために重視すべき
項目」として、９項目＋その他を設定した。

②災害時の迂回による社会経済活動や生活
への影響を最小限に留め、エッセンシャ
ルネットワークと接続し、地域活動活性
化、災害復興に寄与すること

①生活交通の安全性を確保し、広域交通へ
走行性に優れた規格の高い交通サービス
を提供し、冬期にも安全・安心に通行で
きること

ルート帯選定のポイント

③物流拠点と広域交通結節点を最短時間で
結び、信頼性の高い物流経路を確保する
こと

④観光客の来訪を促進し、地域の活性化お
よび観光振興に寄与すること

⑤自然環境、社会環境への影響に配慮する
こと

⑥将来道路網や土地利用計画などの将来計
画との整合に配慮すること

⑦建設費や維持管理に配慮すること

②事故や災害による通行止めや広域迂回が
起きにくいこと

①交通事故が少なく、冬期にも安全・円滑
に走行できること

ルート帯を選定するために重視すべき項目

③最短時間で通過できること

④市街地へのアクセス性に優れ、観光客の
来訪を促進し、地域の活性化および観光
振興に寄与すること

⑤自然環境への影響が少ないこと

⑥家屋・田畑等への影響が少ないこと

⑦主要都市間の連携強化を支援すること

⑨建設費・維持管理費が安いこと

⑩その他

41

⑧集落とのアクセス性に配慮していること
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（２）調査内容

令和６年●月●●日（●）まで


